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◇学術フォーラム「立法システム改革と立法学の再編」の開催について（ご案内）
◇学術フォーラム「研究倫理教育プログラム」の開催について（ご案内）
++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++++
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■------------------------------------------------------------------------
　学術フォーラム「立法システム改革と立法学の再編」の開催について（ご案内）
------------------------------------------------------------------------■
１．開催日時：平成26年7月6日（日）13:00～17:00（12：30受付開始）
２．開催場所：日本学術会議講堂
　　　　　　　（地下鉄千代田線乃木坂駅５番出口に隣接。
　　　　　　　　地図：http://www.scj.go.jp/ja/other/info.html）
３．主催：日本学術会議　（実行担当：法学委員会「立法学分科会」）
４．共催：科研費助成共同研究体「立法システム改革の立法理学的基盤構築」
　　　　　（基盤研究B H24～H26）
５．開催趣旨：　
　　　55年体制崩壊後、現代日本の議会民主政は幾多の曲折を経つつ、政権交代
　　により政治が大きく変動する時代を迎えている。それとともに、国論を分断
　　するような重要な問題について矢継ぎ早に法改正が断行され、この傾向を助
　　長する方向に日本の立法システムも変動しつつある。本フォーラムでは現代
　　日本の議会民主政とその下での立法システムのこのような変動が孕む問題点
　　を解明し、ありうべき改善方法を考案し、立法システム改革の指針を示しう
　　る学への立法学の再編について協議する。
６．次第：
　　コーディネーター：
　　井田　良（日本学術会議法学委員会立法学分科会副委員長、
　　　　　　　慶應義塾大学大学院法務研究科教授）
　　松原芳博（日本学術会議法学委員会立法学分科会幹事、
　　　　　　　早稲田大学大学院法務研究科教授）　　　　　　　　　　　　　　　

　　13:00～13:05　開会挨拶：　　
　　　　　　　　　小林良彰（日本学術会議副会長）　

13:05～13:20　趣旨説明：「立法システム改革と立法学の再編」
　　　　　　　　　井上達夫（日本学術会議法学委員会立法学分科会委員長、
　　　　　　　　　　　　　　東京大学大学院法学政治学研究科教授）

13:20～13:45　報告：「立法システムの基盤変動とその問題点」
　　　　　　　　　川崎政司（慶應義塾大学大学院法務研究科客員教授）

13:45～14:10　報告：「議会民主政の変動と立憲主義の危機」
　　　　　　　　　西原博史（日本学術会議法学委員会立法学分科会委員、
　　　　　　　　　　　　　　早稲田大学社会科学部教授）

14:10～14:35　報告：　「熟議民主主義と立法システム改革」
　　　　　　　　　齋藤純一（日本学術会議法学委員会立法学分科会委員、
　　　　　　　　　　　　　　早稲田大学政治経済学術院教授）

14:35～14:50　コメント：「政治の視点から」
　　　　　　　　　鈴木寛（前参議院議員・元文部科学省副大臣、
　　　　　　　　　　　　　東京大学公共政策大学院教授）

14:50～15:05　コメント：「憲法の視点から」
　　　　　　　　　高見勝利（上智大学大学院法学研究科教授）

15:05～15:20　コメント：「私法の視点から」
　　　　　　　　　山田八千子（日本学術会議法学委員会立法学分科会委員、
　　　　　　　　　　　　　　　中央大学大学院法務研究科教授）

15:20～15:30  休憩
15:30～16:50　パネル・ディスカッション（報告者・コメンテーター全員参加）

　　　　　　　　　コメンテータへの報告者の応答（1人5分）



　　　　　　　　　その後、フロアとの自由討議
16:50～17:00

　　　　　　　　　閉会挨拶：まとめ「本フォーラムの学術的・社会的意義」　
　　　　　　　　　井田良（日本学術会議法学委員会立法学分科会副委員長）

７．参加方法：
　　参加無料、事前申し込み不要です。受付順で入場、満席になり次第、受付を
　　中止させていただきます。
８．問合せ先：立法学フォーラム事務局＜rippougaku@gmail.com＞

■-----------------------------------------------------------------------
　学術フォーラム「研究倫理教育プログラム」の開催について（ご案内）
-----------------------------------------------------------------------■
１　主催：日本学術会議、文部科学省、
　　　　　独立行政法人日本学術振興会、独立行政法人科学技術振興機構
２　平成26年7月29日（火）14：00～17：00
３　開催場所：日本学術会議講堂
４　趣旨　

科学と科学研究は社会と共に、そして社会のためにあります。このため、
　研究者が主体的かつ自律的に研究活動を進めるためには、社会の信頼と負託を
　得て科学の健全な発達を進めることが求められます。つまり、科学がその健全
　な発達・発展によってより豊かな人間社会の実現に寄与するためには、研究者
　がその行動を自ら厳正に律するための研究倫理を確立する必要があります。
　もちろん、すべての科学研究に当てはまる普遍的な方法はありません。研究倫
　理を確立するための具体的な方法は研究分野によって異なります。しかし、そ
　れでも、各分野の研究を行う上での研究倫理を考える際に、すべての研究者が
　共通して持つべき価値観があります。こうした認識の下に、研究者個人の自律
　性に依拠する、すべての分野に共通する必要最小限の研究倫理には、研究者の
　責務、公正な研究、法令の遵守が含まれます。こうした目的のために、この度、
　様々な分野に共通する研究倫理を教育するための標準的なプログラムを作成し
　ましたので、本シンポジウム（学術フォーラム）で公開するとともに、皆様か
　らのご意見を伺い、より良いものにしていくことができればと考えております。
５　次第 （予定、交渉中のものも含む。）

挨拶	 大西　隆	 日本学術会議会長
趣旨説明	 浅島　誠	 独立行政法人日本学術振興会理事、

　　　　　　　　　　　　　　　　日本学術会議連携会員
報告	 渡邊　淳平	 独立行政法人日本学術振興会理事
報告	 小林　良彰	 日本学術会議副会長、慶應義塾大学法学部教授
報告	 市川　家國	 信州大学特任教授
報告	 笠木　伸英	 独立行政法人科学技術振興機構、

　　　　　　　　　　　　　　　　日本学術会議連携会員
研究開発戦略センター上席フェロー

　ラウンドテーブル
　　　　　　　　松尾　泰樹	 文部科学省科学技術･学術政策局人材政策課長

	 	 浅島　誠	 独立行政法人日本学術振興会理事、
　　　　　　　　　　　　　　　　日本学術会議連携会員

	 	 市川　家國	 信州大学特任教授
	 	 相原　博昭	 日本学術会議会員、東京大学副学長
閉会挨拶	 大竹　暁	 独立行政法人科学技術振興機構理事
司会	 小林　良彰	 日本学術会議副会長、慶應義塾大学法学部教授

■申込み方法 事前登録制・参加無料
下記URLよりフォームに必要事項をご記入の上お申し込みください。

  https://form.cao.go.jp/scj/opinion-0051.html
■問い合わせ先 日本学術会議事務局企画担当
　〒106-8555 東京都港区六本木 7-22-34 TEL 03-3403-6295

★-----------------------------------------------------------------------☆
Twitter



日本学術会議では、 を用いて情報を発信しております。
　　　　　　    　　　アカウントは、@scj_info　です。

 　日本学術会議広報のTwitterのページはこちらから
 http://twitter.com/scj_info

☆-----------------------------------------------------------------------★
***************************************************************************
　　　　　　   学術情報誌『学術の動向』最新号はこちらから

   http://www.h4.dion.ne.jp/~jssf/text/doukousp/index.html
***************************************************************************
================================================================
===========
　日本学術会議ニュースメールは転載は自由ですので、関係団体の学術誌等への転
載や関係団体の構成員への転送等をしていただき、より多くの方にお読みいただけ
るようにお取り計らいください。
================================================================
===========
　　発行：日本学術会議事務局　http://www.scj.go.jp/

  　〒106-8555 東京都港区六本木7-22-34


	ローカルディスク
	140618ニュースメール原稿.txt


